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第１章　序論

１　調査に至る経緯と経過

　本書は民間開発による宅地造成工事に伴って実施した、山之脇遺跡（彦根市山之脇町所在）

の発掘調査成果をまとめたものである。今回の発掘調査は、宅地造成工事に先立ち提出され

た文化財保護法第93条の届出及び調査依頼に基づくものである。

　平成30年7月4日に彦根市山之脇町字九反田42-1、43-1において開発面積2,333.79㎡を対

象として試掘調査を行ったところ、開発区域の一部、北西端付近において、小穴や耕作溝と

考えられる遺構群を確認した。このため、開発行為に先立つ平成30年8月6日～平成30年10

月31日の期間において、道路の敷設によって遺構の保存が不可能となる部分、約115㎡を調

査対象地として設定し、本発掘調査を実施した。その後、令和2年6月～令和3年3月にかけ

て整理作業を行い、本報告書の刊行となった。　

２　地理的・歴史的環境

 （1）地理的環境

　山之脇遺跡は彦根市域の北部、彦根市山之脇町および小泉町一帯に所在する周知の埋蔵文

化財包蔵地である。この地域は芹川中流域の左岸、独立丘陵である雨壺山の南側に位置して

いる。この雨壺山の南麓は緩やかな谷地形となっており、その谷底を芹川の支流である平田

川が東西方向に流れている。

　平田川や、その旧流路を流れる地下水は、一年を通して豊富な水量を湛えており、近隣の

農業用水として、古くから利用されてきた。このため、水量豊かな低地部には水田域が広がり、

雨壺山の麓では標高が高く安定した水はけのよい土地柄となっていることから、畑としての

土地利用がされているほか、江戸期から現代にいたるまで、集落の居住域としても利用され

てきた。

 （２）歴史的環境

　山之脇遺跡周辺には、永享12年(1440年)の創建と伝わる新神社や、延徳2年(1490年)に

多賀町後谷から雨壺山南麓へ移り、慶長4年(1599年)に現在地の平田町に移ったと伝わる明

照寺といった、創建時期が中世に遡る社寺が複数存在している。

　山之脇遺跡第1次発掘調査では、16世紀頃の遺物を伴う掘立柱建物や土坑、溝などの遺構

が検出されているほか、近接する一ツヤ遺跡においても15世紀後半から16世紀初頭にかけて

の時期に始まる集落跡が見つかっており、近隣の社寺の造営と歩調を合わせるように、地域

の開発が進んでいく様子が明らかとなっている。

　また、この第1次調査では、中世の遺構に切られる形で検出した自然流路の埋土から、比

較的摩滅の少ない庄内式並行期の土器片が多数出土しており、近隣に当該期の集落域がある

ものと予測された。

　今回の調査地点は、この第1次調査区から東へ約200ｍと、比較的近い地点に位置している

ことから、第1次調査と同様、弥生時代終末から古墳時代初頭頃および、中世後期の遺構群

の存在が予想されていた。

第２章　調査成果
１　基本層位

　本調査地点においては、表土層である褐色土層（現代耕作土層）が約30㎝、褐灰色粘質土層（旧

耕作土層）が約10cmあり、その下部において地山層である黄褐色土層を確認した。

　今回検出した遺構は、いずれもこの黄褐色土層の上面において検出している。

２　遺構と遺物

 （１）概要

　発掘作業は、重機によって地表面から約40㎝余の耕作土層を除去したのち、地山層の上面

において遺構の検出作業を行った。その結果、竪穴建物1棟、土坑1 基、溝3条、小穴群な

どの遺構を検出した。遺物については竪穴建物SH01を中心に、庄内式並行期の土器が多数出

土している。以下、主要な遺構および出土遺物について詳述する。

 （２）遺構・遺物

　SH01　SH01は、調査区のほぼ中央に位置する、平面隅丸長方形を呈する竪穴建物である。

主軸の方位は北西―南東方向を指向し、平面規模は長軸約3.6m×短軸約2.9m、深さ約0.3m

を測る。床面は西側でやや深く掘り込まれており、建物の廃絶時に床面付近から再掘削を行い、

廃棄土坑として利用されたものと考えられる。遺物としては鉢(5) 、甕口縁部(7、11、13、

14、16、26 ～ 41)、甕底部(17、23)、壺口縁および肩部(8 ～ 10)、壺底部(24、25)、高坏

(43、44、46 ～ 50)、台付甕の脚台(51 ～ 53、55)などが出土している。これらのうち甕の口図１　位置図

縁については、くの字状を呈するもの（7、11、13 ～ 15）、受口状を呈するもの（26 ～ 28、

31 ～ 35、38 ～ 41）、S字状を呈するもの（29、30、36、37）の三種が見られる。また、壺底

部(25)については底部に焼成前の穿孔が施されていた。

　SK01　SK01は、SH01の西側に近接する、平面不整円形を呈する土坑である。平面不整楕円

形を呈し、規模は長軸約0.6m×短軸約0.5m、深さ約0.4mを測る。遺構内部からはSH01と同

時期の甕(1 ～ 4、12、15、18、19、21) 、高坏(42)などが出土している。

　SK02　SK02は、調査区の西端に位置する土坑である。遺構の大半が調査区外となっている

ことから、全体の形状は不明である。規模は長軸約1.6m×短軸約0.6m、深さ約0.5mを測る。

遺構内部からは台付甕の脚台(54) が出土している。

　SD01・02  SD01・02は、各々調査区の南西部と北西部に位置する耕作溝である。現在の街

区と同一の主軸を持ち、この地域の条里と一致する。平面規模は、SD01が長さ約7.9m、幅約

0.3m、深さ約0.1mを測り、SD02については長さ約2.9m、幅約0.3m、深さ約0.03mを測る。構

築年代については不明な点が多いものの、SD01の上層から土師器皿(56、57)が出土しており、

概ね中世後期頃の遺構と推定される。

　SD03　SD03は、調査区の北西部に位置する溝である。平面規模は、調査区内においては長

さ約1.8m×幅約0.6m、深さ約0.4mを測るが、調査区外へと延びるため全容は不明である。

遺構内部からは遺構埋土からは庄内式並行期の高坏脚部(45)、甕口縁部(6)、甕底部(20)、

壺底部(22)などが出土している。

第３章　総括

　山之脇遺跡での調査事例は、平成30年に実施した第1次調査と、今回の第3次調査とほぼ

同時期に実施した第2次調査の2例しかなく、遺跡全体としての状況については不明な点が多

い。しかし、今回の調査では庄内式並行期の竪穴建物が検出されるなど、彦根市北部におけ

る当該期の人々の活動の一端を知る上で、貴重な手がかりとなった。

　一方で、集落の中心領域の位置は依然として明らかにはなっておらず、その究明は今後の

課題である。

　また、今回の出土遺物には、台付甕やS字状口縁甕など、東海地域との交流を示すものが

一定量出土している。同じ彦根市域でも、南部に位置する稲部遺跡では、在地の遺物に対す

る他系統の遺物の割合は低く、山之脇遺跡とは様相が異なる。地域単位でのそうした様相の

把握も、同じく今後の課題となるであろう。

　以上、今回の調査成果について概略を述べてきたが、上述のとおり不明な点も多く、課題

も残されている。このため、山之脇遺跡における調査事例の増加と、それによる新たな知見

に期待することとしたい。
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遺構内部からは台付甕の脚台(54) が出土している。

　SD01・02  SD01・02は、各々調査区の南西部と北西部に位置する耕作溝である。現在の街

区と同一の主軸を持ち、この地域の条里と一致する。平面規模は、SD01が長さ約7.9m、幅約

0.3m、深さ約0.1mを測り、SD02については長さ約2.9m、幅約0.3m、深さ約0.03mを測る。構

築年代については不明な点が多いものの、SD01の上層から土師器皿(56、57)が出土しており、

概ね中世後期頃の遺構と推定される。

　SD03　SD03は、調査区の北西部に位置する溝である。平面規模は、調査区内においては長
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壺底部(22)などが出土している。
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る当該期の人々の活動の一端を知る上で、貴重な手がかりとなった。

　一方で、集落の中心領域の位置は依然として明らかにはなっておらず、その究明は今後の

課題である。

　また、今回の出土遺物には、台付甕やS字状口縁甕など、東海地域との交流を示すものが

一定量出土している。同じ彦根市域でも、南部に位置する稲部遺跡では、在地の遺物に対す

る他系統の遺物の割合は低く、山之脇遺跡とは様相が異なる。地域単位でのそうした様相の

把握も、同じく今後の課題となるであろう。

　以上、今回の調査成果について概略を述べてきたが、上述のとおり不明な点も多く、課題

も残されている。このため、山之脇遺跡における調査事例の増加と、それによる新たな知見

に期待することとしたい。2m0
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SD01
　土層注記
　　①　10YR 4/12.5Y 4/2 暗灰黄色土 …表土層。

現代の耕作土層。
　　②　2.5Y 3/2 黒褐色土 …旧耕作土層。近世か。

φ1㎝程度の円礫を少量含む。
　　③  2.5Y 3/1 黒褐色土 …旧耕作土層。近世か。

φ1㎝程度の暗黄褐色土ブロックを少量含む。
　　１　7.5YR 4/2 灰褐色土 …φ5㎝程度の黄褐色

土ブロック、黄褐色土ブロックを少量含む。
　　２　7.5YR 4/1 褐灰色土 … φ1～ 3㎝の炭化物

を少量含む。細粒砂をやや多く含む。遺物
を多く含む。

　　地山Ⅰ  10YR 5/3 にぶい黄褐色土 … 地山層。
　　酸化したマンガンを多く含む
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む。
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　　５　10YR 4/2　灰黄褐色土  
　　６　10YR 5/2　灰黄褐色土 
　　７　10YR 4/2  灰黄褐色土 
　　８　10YR 4/2　灰黄褐色土 … 遺物多く含む。φ1～ 3㎝の

炭化物粒を少量含む。φ2～ 3㎝の黄褐色土ブロックを
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１　調査に至る経緯と経過

　本書は民間開発による宅地造成工事に伴って実施した、山之脇遺跡（彦根市山之脇町所在）

の発掘調査成果をまとめたものである。今回の発掘調査は、宅地造成工事に先立ち提出され

た文化財保護法第93条の届出及び調査依頼に基づくものである。

　平成30年7月4日に彦根市山之脇町字九反田42-1、43-1において開発面積2,333.79㎡を対

象として試掘調査を行ったところ、開発区域の一部、北西端付近において、小穴や耕作溝と

考えられる遺構群を確認した。このため、開発行為に先立つ平成30年8月6日～平成30年10

月31日の期間において、道路の敷設によって遺構の保存が不可能となる部分、約115㎡を調

査対象地として設定し、本発掘調査を実施した。その後、令和2年6月～令和3年3月にかけ

て整理作業を行い、本報告書の刊行となった。　

２　地理的・歴史的環境

 （1）地理的環境

　山之脇遺跡は彦根市域の北部、彦根市山之脇町および小泉町一帯に所在する周知の埋蔵文

化財包蔵地である。この地域は芹川中流域の左岸、独立丘陵である雨壺山の南側に位置して

いる。この雨壺山の南麓は緩やかな谷地形となっており、その谷底を芹川の支流である平田

川が東西方向に流れている。

　平田川や、その旧流路を流れる地下水は、一年を通して豊富な水量を湛えており、近隣の

農業用水として、古くから利用されてきた。このため、水量豊かな低地部には水田域が広がり、

雨壺山の麓では標高が高く安定した水はけのよい土地柄となっていることから、畑としての

土地利用がされているほか、江戸期から現代にいたるまで、集落の居住域としても利用され

てきた。

 （２）歴史的環境

　山之脇遺跡周辺には、永享12年(1440年)の創建と伝わる新神社や、延徳2年(1490年)に

多賀町後谷から雨壺山南麓へ移り、慶長4年(1599年)に現在地の平田町に移ったと伝わる明

照寺といった、創建時期が中世に遡る社寺が複数存在している。

　山之脇遺跡第1次発掘調査では、16世紀頃の遺物を伴う掘立柱建物や土坑、溝などの遺構

が検出されているほか、近接する一ツヤ遺跡においても15世紀後半から16世紀初頭にかけて

の時期に始まる集落跡が見つかっており、近隣の社寺の造営と歩調を合わせるように、地域

の開発が進んでいく様子が明らかとなっている。

　また、この第1次調査では、中世の遺構に切られる形で検出した自然流路の埋土から、比

較的摩滅の少ない庄内式並行期の土器片が多数出土しており、近隣に当該期の集落域がある

ものと予測された。

　今回の調査地点は、この第1次調査区から東へ約200ｍと、比較的近い地点に位置している

ことから、第1次調査と同様、弥生時代終末から古墳時代初頭頃および、中世後期の遺構群

の存在が予想されていた。

第２章　調査成果
１　基本層位

　本調査地点においては、表土層である褐色土層（現代耕作土層）が約30㎝、褐灰色粘質土層（旧

耕作土層）が約10cmあり、その下部において地山層である黄褐色土層を確認した。

　今回検出した遺構は、いずれもこの黄褐色土層の上面において検出している。

２　遺構と遺物

 （１）概要

　発掘作業は、重機によって地表面から約40㎝余の耕作土層を除去したのち、地山層の上面

において遺構の検出作業を行った。その結果、竪穴建物1棟、土坑1 基、溝3条、小穴群な

どの遺構を検出した。遺物については竪穴建物SH01を中心に、庄内式並行期の土器が多数出

土している。以下、主要な遺構および出土遺物について詳述する。

 （２）遺構・遺物

　SH01　SH01は、調査区のほぼ中央に位置する、平面隅丸長方形を呈する竪穴建物である。

主軸の方位は北西―南東方向を指向し、平面規模は長軸約3.6m×短軸約2.9m、深さ約0.3m

を測る。床面は西側でやや深く掘り込まれており、建物の廃絶時に床面付近から再掘削を行い、

廃棄土坑として利用されたものと考えられる。遺物としては鉢(5) 、甕口縁部(7、11、13、

14、16、26 ～ 41)、甕底部(17、23)、壺口縁および肩部(8 ～ 10)、壺底部(24、25)、高坏

(43、44、46 ～ 50)、台付甕の脚台(51 ～ 53、55)などが出土している。これらのうち甕の口

縁については、くの字状を呈するもの（7、11、13 ～ 15）、受口状を呈するもの（26 ～ 28、

31 ～ 35、38 ～ 41）、S字状を呈するもの（29、30、36、37）の三種が見られる。また、壺底

部(25)については底部に焼成前の穿孔が施されていた。

　SK01　SK01は、SH01の西側に近接する、平面不整円形を呈する土坑である。平面不整楕円

形を呈し、規模は長軸約0.6m×短軸約0.5m、深さ約0.4mを測る。遺構内部からはSH01と同

時期の甕(1 ～ 4、12、15、18、19、21) 、高坏(42)などが出土している。

　SK02　SK02は、調査区の西端に位置する土坑である。遺構の大半が調査区外となっている

ことから、全体の形状は不明である。規模は長軸約1.6m×短軸約0.6m、深さ約0.5mを測る。

遺構内部からは台付甕の脚台(54) が出土している。

　SD01・02  SD01・02は、各々調査区の南西部と北西部に位置する耕作溝である。現在の街

区と同一の主軸を持ち、この地域の条里と一致する。平面規模は、SD01が長さ約7.9m、幅約

0.3m、深さ約0.1mを測り、SD02については長さ約2.9m、幅約0.3m、深さ約0.03mを測る。構

築年代については不明な点が多いものの、SD01の上層から土師器皿(56、57)が出土しており、

概ね中世後期頃の遺構と推定される。

　SD03　SD03は、調査区の北西部に位置する溝である。平面規模は、調査区内においては長

さ約1.8m×幅約0.6m、深さ約0.4mを測るが、調査区外へと延びるため全容は不明である。

遺構内部からは遺構埋土からは庄内式並行期の高坏脚部(45)、甕口縁部(6)、甕底部(20)、

壺底部(22)などが出土している。

第３章　総括

　山之脇遺跡での調査事例は、平成30年に実施した第1次調査と、今回の第3次調査とほぼ

同時期に実施した第2次調査の2例しかなく、遺跡全体としての状況については不明な点が多

い。しかし、今回の調査では庄内式並行期の竪穴建物が検出されるなど、彦根市北部におけ

る当該期の人々の活動の一端を知る上で、貴重な手がかりとなった。

　一方で、集落の中心領域の位置は依然として明らかにはなっておらず、その究明は今後の

課題である。

　また、今回の出土遺物には、台付甕やS字状口縁甕など、東海地域との交流を示すものが

一定量出土している。同じ彦根市域でも、南部に位置する稲部遺跡では、在地の遺物に対す

る他系統の遺物の割合は低く、山之脇遺跡とは様相が異なる。地域単位でのそうした様相の

把握も、同じく今後の課題となるであろう。

　以上、今回の調査成果について概略を述べてきたが、上述のとおり不明な点も多く、課題

も残されている。このため、山之脇遺跡における調査事例の増加と、それによる新たな知見

に期待することとしたい。
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　SK02　SK02は、調査区の西端に位置する土坑である。遺構の大半が調査区外となっている

ことから、全体の形状は不明である。規模は長軸約1.6m×短軸約0.6m、深さ約0.5mを測る。

遺構内部からは台付甕の脚台(54) が出土している。

　SD01・02  SD01・02は、各々調査区の南西部と北西部に位置する耕作溝である。現在の街

区と同一の主軸を持ち、この地域の条里と一致する。平面規模は、SD01が長さ約7.9m、幅約

0.3m、深さ約0.1mを測り、SD02については長さ約2.9m、幅約0.3m、深さ約0.03mを測る。構

築年代については不明な点が多いものの、SD01の上層から土師器皿(56、57)が出土しており、

概ね中世後期頃の遺構と推定される。

　SD03　SD03は、調査区の北西部に位置する溝である。平面規模は、調査区内においては長

さ約1.8m×幅約0.6m、深さ約0.4mを測るが、調査区外へと延びるため全容は不明である。

遺構内部からは遺構埋土からは庄内式並行期の高坏脚部(45)、甕口縁部(6)、甕底部(20)、

壺底部(22)などが出土している。

第３章　総括

　山之脇遺跡での調査事例は、平成30年に実施した第1次調査と、今回の第3次調査とほぼ

同時期に実施した第2次調査の2例しかなく、遺跡全体としての状況については不明な点が多

い。しかし、今回の調査では庄内式並行期の竪穴建物が検出されるなど、彦根市北部におけ

る当該期の人々の活動の一端を知る上で、貴重な手がかりとなった。

　一方で、集落の中心領域の位置は依然として明らかにはなっておらず、その究明は今後の

課題である。

　また、今回の出土遺物には、台付甕やS字状口縁甕など、東海地域との交流を示すものが

一定量出土している。同じ彦根市域でも、南部に位置する稲部遺跡では、在地の遺物に対す

る他系統の遺物の割合は低く、山之脇遺跡とは様相が異なる。地域単位でのそうした様相の

把握も、同じく今後の課題となるであろう。

　以上、今回の調査成果について概略を述べてきたが、上述のとおり不明な点も多く、課題

も残されている。このため、山之脇遺跡における調査事例の増加と、それによる新たな知見

に期待することとしたい。
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１　調査区全景(西から)

２　SH01完掘状況(南西から)

３　SH01遺物出土状況(南から)

図
版
１



１　SH01層断面　南西－北東壁(東から)

２　SH01土層断面　北西－南東壁(西から)

３　SK01遺物出土状況(北から)
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１　SD03掘削状況(東から)
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